
●第62回日本人工臓器学会大会　萌芽研究ポスター発表最優秀賞 受賞レポート

58 人工臓器54巻1号　2025年
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1. 目　的

消化管がんを腹腔鏡等により切除する場合，術部は縫合
や自動吻合機により閉鎖されるが，術後の合併症として縫
合不全が高頻度で生じることが報告されている 1)。そのた
め，術部の閉鎖とともに縫合不全の発生率を抑えるバイオ
マテリアルの開発が期待されている。そこで本研究では，
α -シクロデキストリン（αCD）と中長鎖アルキル基導入
タラゼラチン（Alkyl-ApGltn）による包接ポリマー（αCD/

Alkyl-ApGltn）および，ポリエチレングリコール系架橋剤
（4S-PEG）からなる組織接着剤を設計し，水中での強靭化
能，膨潤・収縮特性，組織閉鎖能について評価した。

2. 方　法

Alkyl-ApGltnは，タラゼラチンに含まれるリジン残基に
中長鎖アルキルアルデヒドを反応させてSchif f塩基とした
後，2-ピコリンボランにより還元することで合成した 2)。
Alkyl-ApGltnとαCDを緩衝液に溶解することでαCD/

Alkyl-ApGltn溶液を調製し，4S-PEG溶液と in situ架橋する
ことでハイドロゲル接着剤を調製した。膨潤・収縮率は，
ディスク状に成型したゲルをダルベッコリン酸緩衝生理食
塩水（D-PBS）に浸漬し，浸漬前後の質量を測定することで
評価した。機械的強度は，ダンベル状に成型したD-PBS浸
漬前後のゲルを，テクスチャーアナライザーにより評価し
た。組織閉鎖能は，コラーゲンケーシングおよびブタ大腸
を用いてASTM F2392-04規格に従った耐圧試験により評
価した。

3. 結果・考察

種々のアルキル鎖長および導入率のAlkyl-ApGltnを合成
した。アルキル鎖長14，導入率43 mol％のAlkyl-ApGltn

（αCD/43C14-ApGltn）ゲルにおいて，D-PBS中での収縮
が観察された。また，浸漬後の引張試験では，浸漬前の10

倍以上の引張強度と，2倍以上の伸び率を示した。さらに，
αCD/43C14-ApGltn接着剤の耐圧強度は，D-PBSへの浸
漬により最大1.7倍上昇することが明らかになった。α
CD/Alkyl-ApGltn接着剤の水中収縮性と高強度化は，水中
でαCDが放出され，アルキル基間の疎水性相互作用によ
る自己組織化が促進されたことに起因すると考えられた。

4. まとめ・独創性

αCD/Alkyl-ApGltn接着剤は，消化管吻合部へ適用する
ことで術後に生じる浸出液等の水分により収縮，強靭化し，
縫合不全の発生率を低減できると考えられる。一般的に，
ハイドロゲルは水中で膨潤することにより，強度が低下す
る。本研究の組織接着剤の水中での収縮，強靭化はこれま
でのハイドロゲルの常識を覆す挙動であり独創性がある。
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